PC組み立て＆OSインストール実習講座　（Windows2000とCentOSのデュアルブート）

ver.2.5  (平成20年7月10日改訂)

1． 実習手順

実習手順を以下に示す。

1） 「メモリ、HDDの増設」と「BIOSのパスワード削除及び確認」

2） HDDの完全消去

3） Windows2000のインストール

4） LINUX(CentOS)のインストール

以下の章で各手順を具体的に説明する。なお、以下はHP社VECTRA VEの場合である。

本実習では2つのコースを設ける。






２．　インストール計画（HDDのパーティション）

　HDDを2台接続しているとき、LinuxのインストーラではそれらのHDDはhda、hdbと表示され、primary（フラットケーブルにはマスタと印字、またはジャンパピン設定）はhda、secondary（フラットケーブルにはスレーブと印字、またはジャンパピン設定）はhdbである。この実習では、表1のようにパーティションを分けることにする。





表1 (a)　パーティション計画（HDD2台のとき）

Had
Win用　全容量の1/2 (min. 2GB以上)
NTFS


Win/Linux共用データ　全容量の1/2程度
FAT32

Hdb
Linux用に全容量(min. 2GB以上)
詳細は表2(a)参照

表1 (b)　パーティション計画（HDD1台のとき）

Had
Win用　全容量の1/3 (min. 2GB以上)
NTFS


Win/Linux共用データ　全容量の1/3程度
FAT32


Linux用　全容量の1/3 (min. 2GB以上)
詳細は表2(b)参照

３．「メモリ、HDDの増設」と「BIOSのパスワード削除及び確認」
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　他のPCからメモリ2枚とHDDを1台取り外し、製作しているPCに取り付け、メモリカード3枚、HDD２台にする。ただし、コース２の場合は、primary（MASTER）にWindowsが入っているハードディスクを接続する。

次に、BIOSのパスワードを解除する。解除方法はDIPスイッチのNo.5とNo.6をONにし、電源を入れる。画面にパスワードをclearしたことを示すメッセージが出るので確認する。電源を切り、No.5とNo.6をOFFに戻す。電源を入れてBIOS(SETUP)画面で、CDブートが1st bootであることを確認する。

4． HDDの消去

　HDDを消去するCDをブートし、接続してある2台とも完全消去する。手順は、ソフトの指示通りに行なう。

　HDDの消去が完了すれば、「A:/」とディスプレイに表示されるので、CDを取り出し、Windows2000のCDを入れ、「Ctrl+Alt+Del」を2回押し、PCを再起動させWindowsのインストールを開始する。

５．　Windows2000をインストール

　Windows2000のCDを入れブートする。手順は、インストーラの指示通りに行なえばよい。途中で、パーティションを切るところがあるので、そこではhdaを3GBと1GBの2つのパーティションに区切り、3GBにWindows2000をインストール(NTFSでフォーマット)する。1GBの方はフォーマットはせず、そのままにしておいてよいが、後でWindowsのディスク管理のところでFAT32にフォーマットする。

Administratorのパスワード：abcdefg

６．LINUX(CentOS)のインストール

　CentOSのCD1をブートし、インストーラを起動する。手順は、インストーラの指示通りに行なえばよい。パーティションを区切るときには、自動で行なわず、手動でおこなう。インストールはWindows2000を温存し、空き容量のあるハードディスクにインストールする。LINUXをインストールする際のパーティションは以下の表2のように区切る。

表2　(a)　 LINUX用パーティション計画（HDD2台のとき）


Mount point


Hdb(secondary)
/boot
100MB　固定


Swap
メモリの2倍程度


/
残りすべて

Hda(primary)
/win
fat32でフォーマットしたパーティション

表2 (b)　 LINUX用パーティション（HDD1台のとき）


Mount point



Had
--
Win用　全容量の1/3 (min. 2GB以上)
NTFS


/win
Win/Linux共用データ　全容量の1/3程度
FAT32


/boot
100MB　固定
Linux用　全容量の1/3 (min. 2GB以上)


Swap
メモリの2倍程度



/
残りすべて


ブートローダはGRUBを使用する。最初はラベルが「　　」(空欄)になっているはずなので、「Windows2000」と書き換える。このとき、自分がWindows2000をインストールしたパーティションにラベルを書き入れていることを確認する。デフォルトのイメージをWindows2000にする。

ブートディスク(注１)は省略する。

rootのパスワード：abcdefg

（注1） インストールに失敗し、CentOSが起動しなくなった場合：インストールCD（#1）を挿入してPCを起動。レスキューモードでCDブートする。ブートした時点では、Linuxカーネルはメモリ上に展開されておりHDDはmountされていない。HDDをmountするためのコマンドがCDブートの途中に画面に表示されるので、メモを取っておくこと。

（注2） インストール時に/winのmountに関する設定を行わなかったとき：/etc/fstabの設定は

/dev/hda2 /win vfat defaults 0 0

とする。デバイス名は、プログラム―システム―ハードウェアブラウザで調べるとよい。

７．1 CentOS SSHサーバーの設定
（cf. http://www.e-sen.com/centos/sshd_config.php）

$ su ← 管理者権限に移行する。
Password : ***** ←実際は何も表示されない。
# cp /etc/ssh/sshd_config sshd_config.org
# vi /etc/ssh/sshd_config (変更箇所のみ記載、CentOS2の場合）

Port 22 ←# をはずし、ポートを２２で固定。
Protocol 2　←# をはずし、プロトコルをより強固な２に固定。
PermitRootLogin no ←# をはずすとともに、yes を no に変更し、管理者 root での接続を禁止。StrictModes yes ← # をはすし、アクセス警告を有効にする。
RSAAuthentication yes 
PubkeyAuthentication yes　←公開鍵認証方式を有効にする。
AuthorizedKeysFile .ssh/authorized_keys ←公開鍵の設置場所を一般ユーザーの.sshにする。
PasswordAuthentication yes　←パスワード認証を許可する。
PermitEmptyPasswords no　
X11Forwarding yes　←X11転送を許可する。
Subsystem       sftp    /usr/libexec/openssh/sftp-server
:wq ←保存して終了

# /etc/init.d/sshd restart ←再起動

7.2 ユーザ登録と認証鍵の生成

(1) 教科書 pp.47-48に従って一般ユーザの登録とパスワードを設定する

· useradd, passwd コマンド

(2) (1)で作成したユーザにてログインし、教科書図9.13(a)に従って認証鍵を用意しておく

· ssh-keygen, ~/.ssh/authorized_keys, chmod

8. 動作確認とレポート

以下の事項を確認しなさい。

あ）ハードディスクのパーティション割り当て結果と、空き容量。

· OSが消費するディスク容量を求めること

/win directoryで ファイルの読み書きが両OSからできることの確認

い）増設後のメモリ搭載量と使用しているCPUの種類とクロックスピード

う）DHCPで取得したIPアドレスとhttp://www.ehime-u.ac.jp/までのトレースルート結果
え）う）の結果に基づき、ネットワーク構成図を書きなさい。書き方は教科書図4.2に従うこと。

お）教科書図9.13(b)に従って秘密鍵を任意のUNIX-PCにscpしなさい。

· scp tsuzuki@133.71.*.*:~/.ssh/id_dsa ~/.ssh/

このあと、sshで遠隔ログインする。なおX11転送を行うために -Xの引数が必要であり、

· ssh -X tsuzuki@133.71.*.*　

としなさい。また、xeyes等を表示し、X11の転送ができることを確認しなさい 

本日の作業内容および、動作確認結果について各自レポートしなさい。

書式：

タイトル：PC組み立て＆OSインストール実習（PCの製造会社名と型名を明記）

所属、出席番号、名前

１．はじめに　（目的）

２．実習方法　（本書を参考に改訂ベースで）

· 実習したことを書くこと。本テキストに書いていても実施しなかったことは書かない。従って、文末は過去形になるはず。

３．結果　（７章を含む）

４．まとめ　（目的に対する結果、得られた知見、今後の課題、参考文献）

注意事項

· フォーマット：MS-Word2002以前（2007は不可） またはOpenOffice

提出方法と提出先：メール添付で、tsuzuki@mails.cc.*.*.* (*.*.*は、ehime-u.ac.jp) 宛てに

提出期限：別途指示します

Windows2000がインストールされている？
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パスワード解除用のDIPスイッチ
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HDD増設
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手順の1)、4)を行なう。


（１、２、３、６、７章）





手順の1)、2)、3)を行なう。


（１、２、３、４、５、７章）
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